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８）マタニティヨガの周産期予後改善効果に関する研

究

研究代表者川西康之

（１）研究の背景、目的

近年日本の多くの授産施設においてマタニテイヨ

ガが実践されており、その効果についても海外から複

数の報告が認められる。具体的には、マタニテイヨガ

を介入とする335名を対象とした研究において、ヨ

ガ実践群で①出生体重25009以上の割合が有意に高

い（80％ｖｓ､６７％）②早産が有意に少ない（14％ｖｓ，

29％）③子宮内胎児発育遅延が有意に少ない（２１％

vs,３６％）といった報告が認められる')。他に妊娠中

のストレス軽減効果2)、妊娠高血圧症候群．妊娠糖尿

病．子宮内胎児発育遅延の予防効果3）などの研究結

果も報告されているものの、国内でその学術的な検討

はあまり行われていない。

マタニテイヨガの実践が周産期予後に影響するメ

カニズムとしては、妊婦のストレス軽減効果2)が期

待されることから、以下が考えられている。妊婦がス

トレスにさらされることで胎児に対し３つの経路で

影響を与えるという説であり、ｌ）子宮．胎盤循環の

悪化4)、２）母体ストレスホルモンと連動する胎児コ

ルチゾールの上昇5)、３）胎盤からのPlacental-CRH分

泌による影響6)である。これら３つの経路が影響し、

ストレスによる子宮内胎児発育遅延、早産などが生じ

る可能性が指摘されている。
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